2015年度事業報告書
2015年4月1日から2016年3月31日まで

NPO法人アジール舎

１.2015年度の活動総括
2015年度のアジール舎は、激動の年でした。
一昨年、法人会長（亀口公一）が社会福祉法人化に向けて「ころぽっくるの家」建物を個人取得しましたが、昨年、国が社会福祉法人（基本財産）の規制緩和を行わなかったため、アジール舎の社会福祉法人化を断念することになりました。
　また、4月採用した新卒者始め複数の職員が、個人的事情によって退職となり、専門性の高い療育指導員育成計画は大変厳しい状況になりました。
　一方、「児童デイころぽっくる」の三つの療育事業は、児童福祉法改正3年を経て順調に拡大し、「ころぽっくるの家」のプレールームや事務室が手狭な状態となってきました。
　そこで、年度末には、会長所有の「ころぽっくるの家」がNPO法人に寄附され、建物１階部分を2016年度事業として増改築することにしました。
昨年4月には子ども発達相談支援室ぴりかを開所しました。これにより、従来府市行政の公的相談が中心であった特別な支援を必要する子どもたちの計画相談・基本相談が、地域の民間事業所である本法人が取り組めることになりました。
会員数67人。通信4回発行。

　
２．事業実施報告
（1）児童デイころぽっくる（児童福祉法 法定事業）
	事業名
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数

（F）利用料

	児童発達支援

ころぽっくる
	・入ころぽっくる式を実施（新規利用児11人と保護者）した。
・お出かけ療育を実施した。
6月、11月：鴻ノ巣山運動公園
・アジール会（親の会）を実施した。
　　4月：モニター観察と子育てのツボ
　　6月：モニター観察と乳幼児期の子どもの発達
　　9月：モニター観察と親が子どもを理解するための4つのステップ
　　12月：モニター観察と子どもの情動について
　　3月：モニター観察と1年を振りかえって　　

・5月に就園、就学オリエンテーションを実施した。年間を通して就園、就学に向けた継続した面談等の支援を行った。
・京都療育教室指導者連絡協議会幹事会（年3回）へ参加した。
・市内児童発達支援事業所会議（年3回）へ参加した。
	（A）月～金曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）10人
（非常勤・パート職員含）


	（D）幼児

（E）38人

（宇治市38人）
（F）1割負担

	放課後等デイサービス
はらっぱ
	・アジール会（親の会）を実施。
　　6、7月：モニター観察と親が子どもを理解するための4つのステップ
　　9、10、12月：モニター観察と子ども理解　　　
・夏休み期間にスペシャル療育を実施した。はらっぱプラス料理部メンバーを中心に昼食を作って会食とスポーツ部のメンバーで活動紹介の動画撮影を行った。
・3月に国立秩父学園地域療育教室より視察があった。

・市内放課後等デイサービス事業所会議（年3回）へ参加し、主に学校への送迎ルールについて協議した。
・宇治市就学指導委員会に参加した。

・山城北圏域自立支援協議会発達部会　教育と福祉の連携ワーキングチームに昨年度に引き続き参画し、連携ハンドブックづくりに協力した。
	（A）月～土曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）13人（非常勤・パート職員含）


	（D）小学生・
中学生
（E）85人

（宇治市76人、
京都市6人、　城陽市3人）
（F）1割負担

	保育所等訪問支援

子ども訪問ころぽっくる
	・園、学校や教育委員会との連携を図りながら、個別ニーズへの支援を実施した。
・大谷幼稚園、登り保育園（保育所への訪問初ケース）に通う療育利用児に実施した。
	（A）月～金曜日
（B)園、学校へ訪　問
（C）1人（兼務）

	（D）幼児～小学生・中学生
（E）2人

（F）1割負担


（2）子ども発達相談支援室 ぴりか（児童福祉法 法定事業）
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数

（F）利用料

	・4月：開所式実施。行政、社協、市内相談支援事業所などの関係者出席。地元メディア（京都新聞、城南新報、洛南タイムズ）取材。
・5月：KBS京都ラジオへ亀口会長が出演し、子ども相談支援の意義とぴりかについて話をした。
・7月：新潟県南魚沼市市議会社会厚生委員会（13人）の行政視察。
・9月：京田辺市・綴喜郡主任児童委員（20人）の視察研修。　
・ころぽっくる（児童発達支援）とはらっぱ（放課後等デイサービス）に通所している利用児への切れ目のないモニタリングとサービス等利用計画の作成。
・宇治市自立支援協議会へ参加。
	（A）月～金曜日

（B)そうだんの家
（C）3人（兼務）

	（D）幼児～小学生・中学生
（E）117人
（F）無料


（3）アジール心理発達相談室（自主事業）
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数
（F）利用料

	・ひきこもり等で悩みを抱える家族支援（メール相談含む）を行った。
・乙訓での出張相談を実施した。
・親子塾との連携による教育相談を実施した。
・ころぽっくる、はらっぱ利用児への発達検査を実施した。
	（A）火～木曜日

（B)そうだんの家
（C）2人（兼務）

	（D）幼児～大人
（E）16人
（F）1,000円/回


（4）アジール親子塾（自主事業）　　
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数

（F）利用料

	・心理相談室やはらっぱ（放課後等デイサービス）と連携を図りながら、親子への支援を実施した。
・親子塾修了児への学習フォローに取り組んだ。
・地域で悩みを抱える子への学習支援を実施した。
	（A）月～金曜日

（B)学びの家

（C）4人


	（D）小学生
（E）20人

（F）1,500円/回


　
（5）情報交流スペース　すぷりんぐ（自主事業）
・アジールギャラリーと文庫にて「戦後70年展」開催･･･8～9月
　ギャラリー：「広島、長崎、沖縄、福島」写真展（撮影：藤井将）
　文庫：「戦後70年-この夏、読みたい本」と題して図書展示を行った。地域応援雑誌『のんびる』との連動企画。『のんびる』12月号で会長のインタビュー記事「ニート、ひきこもり、パラサイトからの一歩」とともに、今回の企画展の様子とアジール舎についての記事が掲載された。
　※上記企画展開催中に、福島の仮設住宅で避難生活されている方たちが手作りし、販売している「布ぞうり」の材料となる綿100％Ｔシャツを集めた。利用児保護者を中心に協力いただいた。
・「夏だ！ころぽっくるであそぼ」開催…7月31日（金）ころぽっくるの家　参加者50人
　親子で夏祭りと座談会「こころってなあに？」を実施した。
・「はらっぱ祭」（子どもフェスタ）開催…10月24日（土）宇治公民館　参加者155人
　はらっぱ（放課後等デイサービス）に通所する子どもたちの多様な表現を中心に実施した。
